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耕作放棄地の発生防止に努めていきたい。
　　　　　　　　　　（三村町長、森本建設部長）

Ａ

耕作放棄地に対する町の方針はQ

予防を含め認知症施策の拡充は、非常に重要である
と考えている。 （三村町長・清代民生部長）

Ａ

認知症予防対策に検診と予防教室をQ

山野千佳子議員

ゴミの不法投棄撲滅対策

Ａ

Q

ゴ
ミ
や
産
業
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
は
後
を
絶
た
な
い
。

中
で
も
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
投
棄
す
る
無
秩
序
な
ゴ

ミ
に
、
周
辺
住
民
は
困
惑
し

て
い
る
。

不
法
投
棄
撲
滅
の
た
め
の

手
段
と
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ

ミ
処
理
は
ど
う
し
て
い
る

か
。ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

不
法
投
棄
防
止
策
と
し
て
、

﹁
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
﹂

や
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
を
町

広
報
へ
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
不
適
切
な
ゴ
ミ
に

つ
い
て
は
、
ゴ
ミ
分
別
イ
エ

ロ
ー
シ
ー
ル
を
取
り
残
す
際

に
貼
付
け
、
マ
ナ
ー
向
上
の

看
板
を
取
付
け
る
な
ど
、
適

正
に
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
る
よ
う

意
識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

不
法
投
棄
等
の
防
止
策
と

し
て
は
、
早
朝
、
夜
間
に
林

道
や
農
道
等
周
辺
部
の
特
別

警
戒
を
月
２
回
、
ま
た
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巡
回
を
平

日
は
毎
日
午
前
中
と
水
曜
日

の
午
後
実
施
し
て
い
る
。

QA

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
、
解
消
の
抜
本
的
強
化
と

し
て
農
水
省
は
、
中
間
管
理

機
構
の
整
備
を
推
進
し
て
い

る
が
、
町
と
し
て
の
方
針
を

問
う
。

本
町
に
お
い
て
も
、﹁
人

と
農
地
の
問
題
﹂
は
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
本
年
９
月
に

新
宮
地
区
に
お
い
て
説
明
会

を
開
催
し
て
、
プ
ラ
ン
づ
く

り
を
始
め
た
。

地
域
農
業
の
将
来
の
見
通

し
を
た
て
、
担
い
手
が
確
保

さ
れ
な
い
場
合
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
活
用
な
ど
の

検
討
も
行
っ
て
お
り
、
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と

様
々
な
支
援
措
置
も
あ
る
。

今
後
、
農
地
の
集
積
化
を

推
進
す
る
た
め
、
他
の
農
業

振
興
地
域
に
対
し
て
も
こ
の

制
度
の
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
に
努
め
て
い
き
た

い
。

QA

激変緩和措置を設ける予定で検討している。
　　　　　　　　　　（三村町長・清代民生部長）

Ａ

保育料算出基準変更に伴う
負担増加家庭への緩和措置を

Q

民生部門建設部 門

時光良造議員

民法正則議員

保
育
料
の
算
出
基
準
が
所

得
税
か
ら
住
民
税
へ
変
更
す

る
。こ

れ
に
よ
り
大
幅
に
負
担

が
増
加
す
る
世
帯
に
対
す
る

緩
和
措
置
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
﹂
で
は
、
国
が
定
め
る

水
準
を
上
限
に
、
市
町
が
保

育
料
を
定
め
る
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
子
育
て
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
が

示
す
公
定
価
格
の
給
付
限
度

額
を
上
回
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
就
学
前
児
童

が
複
数
い
る
世
帯
は
、
２
人

目
を
半
額
、
第
３
子
以
降
を

全
額
免
除
と
す
る
。

ま
た
、
算
出
の
基
準
が
所

得
税
か
ら
町
民
税
の
所
得
割

に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
改
正
で
保
育
料
が

大
幅
に
増
額
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
限
り
で
は
あ

る
が
激
変
緩
和
措
置
を
設
け

る
予
定
で
検
討
し
て
い
る
。

QA

町
民
の
約
３
割
が
65
歳
以

上
で
あ
る
が
、
高
齢
者
が
認

知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
た

め
具
体
的
な
方
法
は
考
え
て

い
る
か
。

認
知
症
は
、
生
活
習
慣
病

で
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
講
座
や
講
演

会
の
開
催
、
身
体
機
能
の
維

持
・
低
下
防
止
に
﹁
ゆ
ら
っ

と
く
ま
〜
リ
ハ
ビ
リ
体
操
﹂

や
﹁
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
﹂
の
普
及
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を

実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
区
の
サ
ロ
ン

で
、
認
知
症
に
対
す
る
講
座

や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
使
っ
た

簡
単
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
や
運
動
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を

定
期
的
に
行
う
な
ど
、
認
知

症
予
防
活
動
の
取
り
組
み
を

広
め
て
い
こ
う
と
考
え
、
今

年
度
、
神
田
地
区
で
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

QA

今後も様々な機会を通じ、川角工区の早期完成を
強く要望していく。　　　　　　 （森本建設部長）

Ａ

今後の「県道矢野安浦線」
の整備計画は

Q

県
道
矢
野
安
浦
線
は
、
熊
野

黒
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
黒

瀬
方
面
は
走
行
し
や
す
く
な
っ

た
。し

か
し
、広
島
方
面
は
、槙
ヶ

迫
交
差
点
付
近
ま
で
拡
幅
さ
れ

た
後
、
約
４
年
間
そ
の
ま
ま
で

あ
る
が
、今
後
の
整
備
計
画
は
。

現
在
、
県
に
お
い
て
、
火
の

原
交
差
点
か
ら
郵
便
局
前
ま
で

の
約
８
０
０
ｍ
の
４
車
線
化

と
、
郵
便
局
前
か
ら
呉
地
ま
で

の
約
３
６
０
ｍ
の
暫
定
２
車
線

の
バ
イ
パ
ス
事
業
が
、
川
角
工

区
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
火
の
原
交
差
点
か

ら
川
角
交
差
点
ま
で
の
約
２
２

０
ｍ
の
４
車
線
化
が
完
了
し
て

お
り
、
現
在
は
、
川
角
交
差
点

か
ら
呉
地
ま
で
の
間
の
用
地
取

得
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
川
角
工
区
の
整
備

を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
先
般
、
町
長
が
知
事

に
直
接
会
っ
て
、
整
備
促
進
の

要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

QA

沖田ゆかり議員

大瀬戸宏樹議員

川角交差点付近▶

▲槙ヶ迫交差点付近

今後も地域との連携、啓発に努めたい。
　　　　　　　　　　（清代民生部長）


